
３．定員充足率関係のみの大学等【３８０件（２１８校）】

国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

私立 旭川大学 保健福祉学部
　コミュニティ福祉学科

認可 学部設置 20 ○ 　保健福祉学部コミュニティ福祉学科、旭川大
学短期大学部生活学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。

私立 札幌学院大学 経営学部
　経営学科
　会計ファイナンス学科

届出 学部設置 21 ○ 　社会情報学部社会情報学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 札幌国際大学 スポーツ人間学部
　スポーツ指導学科

認可 学部学科設
置

21 ○

スポーツ人間学部
　スポーツビジネス学科

届出 学部設置 21

観光学部
　観光ビジネス学科

届出 学部学科設
置

21

観光学部
　観光経済学科

届出 学部学科設
置

21

私立 北翔大学 生涯スポーツ学部
　スポーツ教育学科

届出 学部設置 21 ○ 　人間福祉学部福祉心理学科、地域福祉学科、
医療福祉学科、生涯学習システム学部芸術メ
ディア学科、学習コーチング学科、北翔大学短
期大学部人間総合学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。

私立 北海道医療大学大
学院

薬学研究科
　生命薬科学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22 ○ 　心理科学部言語聴覚療法学科の入学定員超過
の是正に努めること。

私立 北海道工業大学 創生工学部
　機械システム工学科
　情報フロンティア学科
　電気デジタルシステム工学科

届出 学部設置 20 ○

空間創造学部
　建築学科
　都市環境学科

届出 学部設置 20

医療工学部
　医療福祉工学科

届出 学部設置 20

未来デザイン学部
　メディアデザイン学科
　人間社会学科

届出 学部設置 20

私立 北海道薬科大学大
学院

薬学研究科
　薬科学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22 ○ 　北海道工業大学空間創造学部都市環境学科、
未来デザイン学部人間社会学科、北海道自動車
短期大学自動車工業科第一部の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 稚内北星学園大学 情報メディア学部
　地域創造学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　情報メディア学部地域創造学科、情報メディ
ア学科の定員充足率が０．７倍未満となってい
ることから、学生確保に努めるとともに、入学
定員の見直しについて検討すること。

留意事項

　空間創造学部都市環境学科、未来デザイン学
部人間社会学科、北海道自動車短期大学自動車
工業科第一部の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

　人文学部現代文化学科、観光学部観光ビジネ
ス学科、観光経済学科、札幌国際大学短期大学
部英語コミュニケーション学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。
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私立 八戸工業大学 工学部
　土木建築工学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　工学部土木建築工学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

私立 仙台大学 体育学部
　現代武道学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　体育学部体育学科の入学定員超過の是正に努
めること。

私立 東北学院大学 経営学部
　経営学科

届出 学部設置 21 ○ 　文学部総合人文学科の入学定員超過の是正に
努めること。

経済学部
　共生社会経済学科

届出 学部学科設
置

21

文学部
　総合人文学科

届出 学部学科設
置

23

私立 東北学院大学大学
院

工学研究科
　電子工学専攻

届出 専攻設置又
は課程変更

22

私立 東北文化学園大学 医療福祉学部
　看護学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　科学技術学部人間環境デザイン学科の定員充
足率が０．７倍未満となっていることから、学
生確保に努めるとともに、入学定員の見直しに
ついて検討すること。

私立 ノースアジア大学 法律学部
　観光学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　法律学部観光学科、法律学科、経済学部経済
学科、秋田看護福祉大学看護福祉学部福祉学科
の定員充足率が０．７倍未満となっていること
から、学生確保に努めるとともに、入学定員の
見直しについて検討すること。

私立 東北芸術工科大学 芸術学部
　文芸学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　芸術学部文芸学科、歴史遺産学科の入学定員
超過の是正に努めること。

私立 いわき明星大学 薬学部
　薬学科

認可 学部設置 19 ○

科学技術学部
　科学技術学科

届出 学部学科設
置

22

私立 筑波学院大学 経営情報学部
　経営情報学科

届出 学部設置 22 ○ 　経営情報学部経営情報学科、東京家政学院大
学現代生活学部人間福祉学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 東京家政学院大学 家政学部
　現代家政学科

届出 学部学科設
置

21 ○

家政学部
　健康栄養学科

届出 学部学科設
置

21

現代生活学部
　現代家政学科
　健康栄養学科
　生活デザイン学科
　児童学科
　人間福祉学科

届出 学部設置 22

私立 つくば国際大学 医療保健学部
　保健栄養学科

認可 学部学科設
置

21 ○

産業社会学部
　メディア社会学科

届出 学部学科設
置

22

　薬学部薬学科、明星大学造形芸術学部造形芸
術学科の定員充足率が０．７倍未満となってい
ることから、学生確保に努めるとともに、入学
定員の見直しについて検討すること。

　現代生活学部人間福祉学科、筑波学院大学経
営情報学部経営情報学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

　医療保健学部保健栄養学科、産業社会学部メ
ディア社会学科、社会福祉学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。
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私立 足利工業大学 工学部
　創生工学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　工学部創生工学科、足利短期大学こども学科
の定員充足率が０．７倍未満となっていること
から、学生確保に努めるとともに、入学定員の
見直しについて検討すること。

私立 宇都宮共和大学 子ども生活学部
　子ども生活学科

認可 学部設置 23 ○ 　子ども生活学部子ども生活学科、シティライ
フ学部シティライフ学科、宇都宮短期大学音楽
科、人間福祉学科の定員充足率が０．７倍未満
となっていることから、学生確保に努めるとと
もに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

私立 国際医療福祉大学 医療福祉学部
　医療福祉・マネジメント学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　小田原保健医療学部理学療法学科の入学定員
超過の是正に努めること。

福岡看護学部
　看護学科

届出 学部設置 21

私立 国際医療福祉大学
大学院

薬科学研究科
　生命薬科学専攻（Ｍ）

届出 研究科設置 22

私立 作新学院大学 経営学部
　経営学科

届出 学部設置 23 ○ 　人間文化学部人間文化学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 埼玉学園大学大学
院

経営学研究科
　経営学専攻（Ｍ)

認可 大学院設置 22 ○ 　経営学部会計学科、川口短期大学ビジネス実
務学科の定員充足率が０．７倍未満となってい
ることから、学生確保に努めるとともに、入学
定員の見直しについて検討すること。

私立 十文字学園女子大
学

人間生活学部
　幼児教育学科
　児童教育学科
　人間発達心理学科
　食物栄養学科
　人間福祉学科
　生活情報学科
　メディアコミュニケーション学
科

届出 学部設置 23 ○ 　人間生活学部児童教育学科、人間発達心理学
科、生活情報学科の入学定員超過の是正に努め
ること。

私立 十文字学園女子大
学大学院

人間生活学研究科
　食物栄養学専攻（Ｍ)

認可 大学院設置 22

私立 城西国際大学 環境社会学部
　環境社会学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　環境社会学部環境社会学科、国際人文学部国
際文化学科、国際交流学科、福祉総合学部福祉
総合学科、観光学部ウェルネスツーリズム学
科、城西短期大学ビジネス総合学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

私立 東京国際大学 人間社会学部
　人間スポーツ学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　人間社会学部人間スポーツ学科、商学部商学
科の入学定員超過の是正に努めること。

私立 獨協大学 法学部
　総合政策学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　外国語学部交流文化学科の入学定員超過の是
正に努めること。

外国語学部
　交流文化学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　姫路獨協大学法学部法律学科、医療保健学部
こども保健学科、臨床工学科、薬学部医療薬学
科、外国語学部外国語学科の定員充足率が０．
７倍未満となっていることから、学生確保に努
めるとともに、入学定員の見直しについて検討
すること。
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私立 日本薬科大学 薬学部
　薬学科
　医療ビジネス薬科学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　薬学部医療ビジネス薬科学科、近畿医療福祉
大学社会福祉学部生活医療福祉学科、臨床福祉
心理学科、経営福祉ビジネス学科、健康スポー
ツコミュニケーション学科の定員充足率が０．
７倍未満となっていることから、学生確保に努
めるとともに、入学定員の見直しについて検討
すること。

私立 川村学園女子大学 教育学部
　児童教育学科

届出 学部学科設
置

20 ○

文学部
　日本文化学科

届出 学部学科設
置

23

生活創造学部
　生活文化学科
　観光文化学科

届出 学部学科設
置

23

私立 川村学園女子大学
大学院

人文科学研究科
　教育学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

私立 三育学院大学 看護学部
　看護学科

認可 大学設置 20 ○ 　三育学院短期大学英語コミュニケーション学
科の定員充足率が０．７倍未満となっているこ
とから、学生確保に努めるとともに、入学定員
の見直しについて検討すること。

私立 秀明大学 学校教師学部
　中等教育教員養成課程

認可 学部設置 20 ○

観光ビジネス学部
　観光ビジネス学科

届出 学部設置 21

私立 聖徳大学 音楽学部
　演奏学科
　音楽総合学科

届出 学部設置 20 ○

児童学部
　児童学科

届出 学部設置 20

児童学部
　児童学科（通信教育課程）

届出 通信教育開
設

20

人間栄養学部
　人間栄養学科

届出 学部設置 22

　教育学部児童教育学科、社会教育学科、文学
部国際英語学科、日本文化学科、生活創造学部
生活文化学科、観光文化学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

　学校教師学部中等教育教員養成課程の定員充
足率が０．７倍未満となっていることから、学
生確保に努めるとともに、入学定員の見直しに
ついて検討すること。

　音楽学部演奏学科、人文学部英米文化学科、
女性キャリア学科、心理学科、生涯教育文化学
科の定員充足率が０．７倍未満となっているこ
とから、学生確保に努めるとともに、入学定員
の見直しについて検討すること。
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私立 千葉科学大学 薬学部
　動物生命薬科学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　岡山理科大学理学部動物学科の入学定員超過
の是正に努めること。

薬学部
　生命薬科学科

届出 学部学科設
置

22 ○

危機管理学部
　動物・環境システム学科
　医療危機管理学科

届出 学部学科設
置

21

危機管理学部
　航空・輸送安全学科

届出 学部学科設
置

22

私立 千葉科学大学大学
院

薬科学研究科
　薬科学専攻（Ｄ)

認可 専攻設置又
は課程変更

22

薬科学研究科
　薬科学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

私立 敬愛大学 国際学部
　こども学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　国際学部こども学科の入学定員超過の是正に
努めること。

私立 東京成徳大学 応用心理学部
　福祉心理学科
　臨床心理学科

届出 学部設置 20 ○

経営学部
　経営学科

認可 学部設置 21

応用心理学部
　健康・スポーツ心理学科

届出 学部学科設
置

21

人文学部
　観光文化学科

届出 学部学科設
置

22

私立 日本橋学館大学 リベラルアーツ学部
　総合経営学科
　人間心理学科
　総合文化学科

届出 学部設置 21 ○ 　リベラルアーツ学部総合文化学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

私立 了德寺大学 健康科学部
　看護学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　健康科学部看護学科の入学定員超過の是正に
努めること。

私立 杏林大学 保健学部
　理学療法学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　保健学部臨床工学科の入学定員超過の是正に
努めること。

外国語学部
　観光交流文化学科

届出 学部学科設
置

22

保健学部
　作業療法学科

届出 学部学科設
置

23

外国語学部
　中国語学科

届出 学部学科設
置

23

私立 杏林大学大学院 保健学研究科
　看護学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

　薬学部生命薬科学科、危機管理学部航空・輸
送安全学科、倉敷芸術科学大学生命科学部健康
医療学科の定員充足率が０．７倍未満となって
いることから、学生確保に努めるとともに、入
学定員の見直しについて検討すること。

　応用心理学部福祉心理学科、人文学部日本伝
統文化学科、国際言語文化学科、観光文化学
科、東京成徳短期大学言語文化コミュニケー
ション科の定員充足率が０．７倍未満となって
いることから、学生確保に努めるとともに、入
学定員の見直しについて検討すること。



国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 工学院大学 工学部第１部
　応用化学科
　環境エネルギー科学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　工学部第１部電気システム工学科の入学定員
超過の是正に努めること。

建築学部
　まちづくり学科
　建築学科
　建築デザイン学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　工学部第２部情報通信メディア工学科、建築
学科の定員充足率が０．７倍未満となっている
ことから、学生確保に努めるとともに、入学定
員の見直しについて検討すること。

私立 工学院大学大学院 工学研究科
　システムデザイン専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

私立 駒沢大学 経営学部
　市場戦略学科

届出 学部学科設
置

20 ○

私立 駒沢大学大学院 医療健康科学研究科
　診療放射線学専攻（Ｄ）

認可 専攻設置又
は課程変更

22

私立 専修大学 人間科学部
　心理学科
　社会学科

届出 学部設置 22 ○

文学部
　日本語学科
　日本文学文化学科
　哲学科
　歴史学科
　環境地理学科
　人文・ジャーナリズム学科

届出 学部学科設
置

22

私立 専修大学大学院 商学研究科
　会計学専攻（Ｍ）、（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

私立 大正大学 人間学部
　臨床心理学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　人間学部教育人間学科の入学定員超過の是正
に努めること。

仏教学部
　仏教学科

届出 学部設置 22

表現学部
　表現文化学科

届出 学部設置 22

文学部
　人文学科

届出 学部学科設
置

22

人間学部
　人間環境学科

届出 学部学科設
置

23

人間学部
　教育人間学科

届出 学部学科設
置

23

私立 大東文化大学大学
院

外国語学研究科
　中国言語文化学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23 ○ 　経営学部企業システム学科の入学定員超過の
是正に努めること。

　石巻専修大学理工学部基礎理学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

　苫小牧駒沢大学国際文化学部国際文化学科、
国際コミュニケーション学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。



国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 玉川大学 工学部
　機械情報システム学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　農学部生物資源学科、生命化学科の入学定員
超過の是正に努めること。

工学部
　ソフトウェアサイエンス学科

届出 学部学科設
置

20

私立 玉川大学大学院 文学研究科
　人間学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

文学研究科
　英語教育専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

脳情報研究科
　脳情報専攻（Ｄ）

届出 研究科設置 22

私立 帝京大学 理工学部
　ヒューマン情報システム学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　福岡医療技術学部理学療法学科の入学定員超
過の是正に努めること。

医療技術学部
　柔道整復学科

届出 学部学科設
置

20 ○

経済学部
　地域経済学科

届出 学部学科設
置

23

私立 帝京大学大学院 医療技術学研究科
　看護学専攻（Ｍ）、（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

21

医療技術学研究科
　診療放射線学専攻（Ｍ）、
（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

21

医療技術学研究科
　臨床検査学専攻（Ｍ）、（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

21

公衆衛生学研究科
　公衆衛生学専攻（Ｐ）

認可 専攻設置又
は課程変更

23

外国語研究科
　超域文化専攻（Ｍ）、（Ｄ）

届出 研究科設置 23

　福岡医療技術学部作業療法学科、帝京大学短
期大学人間文化学科の定員充足率が０．７倍未
満となっていることから、学生確保に努めると
ともに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。



国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 帝京科学大学 こども学部
　こども学科

認可 学部設置 20 ○

生命環境学部
　生命科学科

届出 学部学科設
置

20

医療科学部
　作業療法学科

届出 学部学科設
置

20

医療科学部
　柔道整復学科

届出 学部学科設
置

21

こども学部
　児童教育学科

届出 学部学科設
置

22

医療科学部
　東京理学療法学科

届出 学部学科設
置

22

医療科学部
　東京柔道整復学科

届出 学部学科設
置

22

私立 帝京平成大学 地域医療学部
　理学療法学科
　作業療法学科
　柔道整復学科

届出 学部設置 20 ○ 　現代ライフ学部人間文化学科、経営マネージ
メント学科の入学定員超過の是正に努めるこ
と。

ヒューマンケア学部
　はり灸学科

届出 学部学科設
置

21 ○

ヒューマンケア学部
　柔道整復学科

届出 学部学科設
置

21

現代ライフ学部
　レジャービジネス学科

届出 学部学科設
置

21

健康メディカル学部
　医療科学科

届出 学部学科設
置

22

地域医療学部
　医療スポーツ学科

届出 学部学科設
置

22

私立 帝京平成大学大学
院

臨床心理学研究科
　臨床心理学専攻（Ｐ）

認可 研究科設置 23

　医療科学部作業療法学科、柔道整復学科、東
京柔道整復学科、こども学部こども学科の定員
充足率が０．７倍未満となっていることから、
学生確保に努めるとともに、入学定員の見直し
について検討すること。

　地域医療学部柔道整復学科、現代ライフ学部
レジャービジネス学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。



国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 東海大学 総合経営学部
　マネジメント学科

届出 学部設置 20 ○

産業工学部
　環境保全学科
　電子知能システム工学科
　機械システム工学科
　建築学科

届出 学部設置 20

農学部
　応用植物科学科
　応用動物科学科
　バイオサイエンス学科

届出 学部設置 20

国際文化学部
　地域創造学科
　国際コミュニケーション学科

届出 学部設置 20

生物理工学部
　生物工学科
　海洋生物科学科
　生体機能科学科

届出 学部設置 20

芸術工学部
　くらしデザイン学科
　建築・環境デザイン学科

届出 学部設置 20

情報通信学部
　情報メディア学科
　組込みソフトウェア工学科
　経営システム工学科
　通信ネットワーク工学科

届出 学部設置 20

観光学部
　観光学科

届出 学部設置 22

工学部
　医用生体工学科

届出 学部学科設
置

22

海洋学部
　環境社会学科
　海洋地球科学科
　航海工学科

届出 学部学科設
置

23

私立 東京有明医療大学 保健医療学部
　鍼灸学科

認可 大学設置 21 ○ 　保健医療学部鍼灸学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

私立 東京家政大学 家政学部
　児童教育学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　家政学部環境教育学科、造形表現学科の入学
定員超過の是正に努めること。

人文学部
　心理カウンセリング学科

届出 学部学科設
置

21

人文学部
　教育福祉学科

届出 学部学科設
置

21

　総合経営学部マネジメント学科、国際文化学
部国際コミュニケーション学科、工学部土木工
学科、芸術工学部くらしデザイン学科、建築・
環境デザイン学科、産業工学部環境保全学科、
電子知能システム工学科、機械システム工学
科、建築学科、生物理工学部生物工学科、生体
機能科学科、東海大学短期大学部食物栄養学
科、経営情報学科、東海大学福岡短期大学情報
処理学科、国際文化学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。



国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 東京工芸大学 芸術学部
　ゲーム学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　工学部コンピュータ応用学科の入学定員超過
の是正に努めること。

私立 東京都市大学 工学部
　原子力安全工学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　工学部原子力安全工学科、電気電子工学科、
知識工学部自然科学科の入学定員超過の是正に
努めること。

都市生活学部
　都市生活学科

認可 学部設置 21

人間科学部
　児童学科

認可 学部設置 21

知識工学部
　自然科学科

届出 学部学科設
置

21

私立 東京都市大学大学
院

工学研究科
　電気電子工学専攻（Ｍ）、
（Ｄ）
　生体医工学専攻（Ｍ）、（Ｄ）
　情報工学専攻（Ｍ）、（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

21

工学研究科
　共同原子力専攻（Ｍ）、（Ｄ）

認可 専攻設置又
は課程変更

22

工学研究科
　エネルギー化学専攻（Ｍ）、
（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

私立 東京農業大学大学
院

農学研究科
　バイオセラピー学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22 ○ 　生物産業学部生物生産学科の入学定員超過の
是正に努めること。

生物産業学研究科
　生物生産学専攻（Ｍ）
　食品科学科専攻（Ｍ）
　産業経営学専攻（Ｍ）
　アクアバイオ学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

私立 東京理科大学大学
院

総合化学研究科
　総合化学専攻（Ｄ）

届出 研究科設置 21 ○ 　理工学部情報科学科の入学定員超過の是正に
努めること。

理学研究科
　数理情報科学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

21 ○

理学研究科
　応用物理学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

21

イノベーション研究科
　イノベーション専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

21

国際火災科学研究科
　火災科学専攻（Ｍ）

届出 研究科設置 22

薬学研究科
　薬科学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

科学教育研究科
　科学教育専攻（Ｄ）

届出 研究科設置 23

　山口東京理科大学基礎工学部機械工学科、応
用化学科、諏訪東京理科大学システム工学部機
械システム工学科の定員充足率が０．７倍未満
となっていることから、学生確保に努めるとと
もに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。



国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 東邦大学 看護学部
　看護学科

届出 学部設置 23 ○ 　理学部化学科の入学定員超過の是正に努める
こと。

私立 東邦大学大学院 薬学研究科
　薬科学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

医学研究科
　医学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

医学研究科
　看護学専攻（Ｄ）

認可 専攻設置又
は課程変更

22

理学研究科
　環境科学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

私立 日本大学 生産工学部
　環境安全工学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　工学部情報工学科、生物資源科学部応用生物
科学科の入学定員超過の是正に努めること。

生産工学部
　創生デザイン学科

届出 学部学科設
置

21

経済学部第一部
　金融公共経済学科

届出 学部学科設
置

22

国際関係学部
　国際総合政策学科

届出 学部学科設
置

23

国際関係学部
　国際教養学科

届出 学部学科設
置

23

私立 日本大学大学院 新聞学研究科
　新聞学専攻（Ｍ）

認可 研究科設置 22

私立 文化学園大学 現代文化学部
　応用健康心理学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　現代文化学部応用健康心理学科、国際文化学
科、文化学園大学短期大学部服装学科、生活造
形学科の定員充足率が０．７倍未満となってい
ることから、学生確保に努めるとともに、入学
定員の見直しについて検討すること。

私立 星薬科大学大学院 薬学研究科
　総合薬科学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22 ○ 　薬学部創薬科学科の入学定員超過の是正に努
めること。

私立 武蔵大学 人文学部
　英語英米文化学科
　ヨーロッパ文化学科
　日本・東アジア文化学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　人文学部英語英米文化学科、ヨーロッパ文化
学科、日本・東アジア文化学科、経済学部金融
学科の入学定員超過の是正に努めること。

私立 明星大学 教育学部
　教育学科

届出 学部設置 22 ○

教育学部
　教育学科（通信教育課程）

届出 通信教育開
設

22

人文学部
　心理学科
　日本文化学科
　福祉実践学科

届出 学部学科設
置

22

理工学部
　総合理工学科

届出 学部学科設
置

22

　造形芸術学部造形芸術学科、いわき明星大学
薬学部薬学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。



国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 目白大学 外国語学部
　中国語学科
　韓国語学科
　日本語学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　外国語学部中国語学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

人間学部
　児童教育学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　外国語学部韓国語学科の入学定員超過の是正
に努めること。

私立 目白大学大学院 経営学研究科
　経営学専攻（Ｄ）

認可 専攻設置又
は課程変更

21

私立 神奈川工科大学 創造工学部
　自動車システム開発工学科
　ロボット・メカトロニクス学科
　ホームエレクトロニクス開発学
科

届出 学部設置 20 ○ 　工学部電気電子情報工学科、応用バイオ科学
部応用バイオ科学科の入学定員超過の是正に努
めること。

応用バイオ科学部
　応用バイオ科学科

届出 学部設置 20

応用バイオ科学部
　栄養生命科学科

認可 学部学科設
置

22

私立 神奈川工科大学大
学院

工学研究科
　ロボット・メカトロニクスシス
テム専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

私立 相模女子大学 学芸学部
　子ども教育学科

認可 学部学科設
置

20 ○

栄養科学部
　健康栄養学科
　管理栄養学科

届出 学部設置 20

人間社会学部
　社会マネジメント学科
　人間心理学科

届出 学部設置 20

学芸学部
　メディア情報学科

届出 学部学科設
置

20

私立 相模女子大学大学
院

栄養科学研究科
　栄養科学専攻（Ｄ）

認可 専攻設置又
は課程変更

22

私立 松蔭大学 観光文化学部
　観光文化学科

認可 学部設置 21 ○ 　観光文化学部観光文化学科、経営文化学部ビ
ジネスマネジメント学科、異文化コミュニケー
ション学部異文化コミュニケーション学科の定
員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。

私立 湘南工科大学 工学部
　人間環境学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　工学部コンピュータ応用学科の入学定員超過
の是正に努めること。

私立 昭和音楽大学大学
院

音楽研究科
　音楽芸術表現専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23 ○ 　音楽学部器楽学科の入学定員超過の是正に努
めること。

私立 新潟医療福祉大学 医療経営管理学部
　医療情報管理学科

届出 学部設置 22 ○ 　医療経営管理学部医療情報管理学科、医療技
術学部言語聴覚学科の入学定員超過の是正に努
めること。

医療技術学部
　臨床技術学科

届出 学部学科設
置

23

　学芸学部英語文化コミュニケーション学科、
メディア情報学科、人間社会学部社会マネジメ
ント学科、相模女子大学短期大学部生活デザイ
ン学科の定員充足率が０．７倍未満となってい
ることから、学生確保に努めるとともに、入学
定員の見直しについて検討すること。
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私立 金沢学院大学 スポーツ健康学部
　スポーツ健康学科

認可 学部設置 23 ○ 　文学部歴史文化学科の入学定員超過の是正に
努めること。

文学部
　歴史文化学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　美術文化学部芸術文化学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 金沢工業大学 バイオ・化学部
　応用バイオ学科

届出 学部設置 20 ○ 　バイオ・化学部応用バイオ学科の入学定員超
過の是正に努めること。

情報学部
　情報工学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　環境・建築学部環境土木工学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

私立 北陸大学 未来創造学部
　国際教養学科
　国際マネジメント学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　未来創造学部国際マネジメント学科の入学定
員超過の是正に努めること。

○ 　未来創造学部国際教養学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 北陸学院大学 人間総合学部
　幼児児童教育学科
　社会福祉学科

認可 大学設置 20 ○ 　人間総合学部社会福祉学科、北陸学院大学短
期大学部コミュニティ文化学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 福井工業大学 工学部
　建築学科
　土木環境工学科
　デザイン学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　工学部産業ビジネス学科の入学定員超過の是
正に努めること。

工学部
　産業ビジネス学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　工学部土木環境工学科、電気電子情報工学科
の定員充足率が０．７倍未満となっていること
から、学生確保に努めるとともに、入学定員の
見直しについて検討すること。

私立 佐久大学 看護学部
　看護学科

認可 大学設置 20 ○ 　信州短期大学総合ビジネス学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

私立 東海学院大学 健康福祉学部
　食健康学科

認可 学部学科設
置

20 ○ 　健康福祉学部食健康学科、総合福祉学科、東
海学院大学短期大学部児童教育学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

私立 静岡福祉大学 社会福祉学部
　医療福祉学科

届出 学部学科設
置

23 ○

社会福祉学部
　健康福祉学科

届出 学部学科設
置

23

　社会福祉学部医療福祉学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。
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私立 聖隷クリスト
ファー大学

社会福祉学部
　こども教育福祉学科

届出 学部学科設
置

20 ○

社会福祉学部
　臨床介護福祉学科

届出 学部学科設
置

23

リハビリテーション学部
　理学療法学科
　作業療法学科
　言語聴覚学科

届出 学部学科設
置

23

私立 聖隷クリスト
ファー大学大学院

看護学研究科
　看護学専攻（Ｄ）
リハビリテーション科学研究科
　リハビリテーション科学専攻
（Ｄ）
社会福祉学研究科
　社会福祉学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

私立 浜松大学 保健医療学部
　理学療法学科
　作業療法学科

認可 学部設置 21 ○

健康プロデュース学部
　健康鍼灸学科
　健康柔道整復学科

届出 学部学科設
置

22

私立 富士常葉大学 社会環境学部
　社会環境学科

届出 学部設置 22 ○ 　社会環境学部社会環境学科、浜松大学健康プ
ロデュース学部健康鍼灸学科、こども健康学
科、ビジネスデザイン学部経営情報学科、保健
医療学部作業療法学科、常葉学園短期大学日本
語日本文学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

私立 浜松学院大学 現代コミュニケーション学部
　地域共創学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　現代コミュニケーション学部地域共創学科の
定員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。

私立 愛知産業大学 経営学部
　総合経営学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　造形学部デザイン学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

私立 愛知文教大学 人文学部
　人文学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　人文学部人文学科、愛知文教女子短期大学幼
児教育学科第１部、幼児教育学科第３部の定員
充足率が０．７倍未満となっていることから、
学生確保に努めるとともに、入学定員の見直し
について検討すること。

私立 桜花学園大学 学芸学部
　英語学科

届出 学部設置 21 ○ 　学芸学部英語学科の定員充足率が０．７倍未
満となっていることから、学生確保に努めると
ともに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

私立 修文大学 健康栄養学部
　管理栄養学科

認可 大学設置 20 ○ 　健康栄養学部管理栄養学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

　健康プロデュース学部こども健康学科、健康
鍼灸学科、ビジネスデザイン学部経営情報学
科、保健医療学部作業療法学科、富士常葉大学
社会環境学部社会環境学科、常葉学園短期大学
日本語日本文学科の定員充足率が０．７倍未満
となっていることから、学生確保に努めるとと
もに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

　社会福祉学部社会福祉学科、臨床介護福祉学
科の定員充足率が０．７倍未満となっているこ
とから、学生確保に努めるとともに、入学定員
の見直しについて検討すること。
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私立 中部大学 現代教育学部
　幼児教育学科
　児童教育学科

認可 学部設置 20 ○ 　工学部電気システム工学科、応用化学科、情
報工学科、人文学部心理学科、生命健康科学部
スポーツ保健医療学科の入学定員超過の是正に
努めること。

国際関係学部
　中国語中国関係学科

届出 学部学科設
置

21 ○

生命健康科学部
　理学療法学科

届出 学部学科設
置

22

生命健康科学部
　作業療法学科

届出 学部学科設
置

22

生命健康科学部
　臨床工学科

届出 学部学科設
置

22

経営情報学部
　経営会計学科

届出 学部学科設
置

23

生命健康科学部
　スポーツ保健医療学科

届出 学部学科設
置

23

私立 中部大学大学院 国際人間学研究科
　歴史学・地理学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

生命健康科学研究科
　生命医科学専攻（Ｍ）
　看護学専攻（Ｍ）

認可 研究科設置 23

私立 豊橋創造大学 保健医療学部
　看護学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　豊橋創造大学短期大学部キャリアプランニン
グ科の定員充足率が０．７倍未満となっている
ことから、学生確保に努めるとともに、入学定
員の見直しについて検討すること。

私立 豊橋創造大学大学
院

健康科学研究科
　健康科学専攻（Ｍ）

認可 研究科設置 22

私立 名古屋外国語大学 外国語学部
　英語教育学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　現代国際学部国際ビジネス学科の入学定員超
過の是正に努めること。

私立 名古屋学芸大学大
学院

子どもケア研究科
　子どもケア専攻（Ｍ）

認可 研究科設置 23 ○ 　名古屋外国語大学現代国際学部国際ビジネス
学科の入学定員超過の是正に努めること。

私立 名古屋芸術大学 美術学部
　美術学科

届出 学部学科設
置

22 ○

私立 名古屋芸術大学大
学院

人間発達学研究科
　子ども発達学専攻（Ｍ）

認可 研究科設置 23

　音楽学部演奏学科の定員充足率が０．７倍未
満となっていることから、学生確保に努めると
ともに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

　国際関係学部中国語中国関係学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。
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私立 名古屋商科大学 経営学部
　経営情報学科

届出 学部学科設
置

20 ○

経済学部
　経済学科

届出 学部設置 20

外国語学部
　国際教養学科

届出 学部学科設
置

20

商学部
　マーケティング学科
　会計ファイナンス学科

届出 学部設置 22

コミュニケーション学部
　国際コミュニケーション学科
　現代教養学科

届出 学部設置 22

私立 名古屋造形大学 造形学部
　造形学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　同朋大学文学部仏教学科の定員充足率が０．
７倍未満となっていることから、学生確保に努
めるとともに、入学定員の見直しについて検討
すること。

私立 名古屋文理大学 情報文化学部
　ＰＲ学科

認可 学部学科設
置

20 ○ 　情報文化学部ＰＲ学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

私立 日本福祉大学 子ども発達学部
　子ども発達学科

認可 学部学科設
置

20 ○

健康科学部
　リハビリテーション学科

認可 学部学科設
置

20

健康科学部
　福祉工学科

届出 学部設置 20

子ども発達学部
　心理臨床学科

届出 学部設置 20

国際福祉開発学部
　国際福祉開発学科

届出 学部設置 20

私立 皇學館大学 教育学部
　教育学科

届出 学部設置 20 ○ 　文学部国文学科の入学定員超過の是正に努め
ること。

現代日本社会学部
　現代日本社会学科

届出 学部設置 22

私立 鈴鹿医療科学大学 薬学部
　薬学科

認可 学部設置 20 ○

私立 鈴鹿医療科学大学
大学院

医療科学研究科
　医療科学専攻（Ｍ）、（Ｄ）

届出 研究科設置 22

私立 聖泉大学 人間学部
　人間キャリア創造学科

届出 学部学科設
置

20 ○

看護学部
　看護学科

認可 学部設置 23

　鍼灸学部鍼灸学科の定員充足率が０．７倍未
満となっていることから、学生確保に努めると
ともに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

　健康科学部福祉工学科、国際福祉開発学部国
際福祉開発学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

　人間学部人間キャリア創造学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

　コミュニケーション学部現代教養学科の定員
充足率が０．７倍未満となっていることから、
学生確保に努めるとともに、入学定員の見直し
について検討すること。
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私立 大谷大学 文学部
　教育・心理学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　大谷大学短期大学部仏教科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 京都外国語大学 外国語学部
　国際教養学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　外国語学部中国語学科の入学定員超過の是正
に努めること。

○ 　京都外国語短期大学キャリア英語科の定員充
足率が０．７倍未満となっていることから、学
生確保に努めるとともに、入学定員の見直しに
ついて検討すること。

私立 京都学園大学 人間文化学部
　心理学科
　メディア社会学科
　歴史民俗・日本語日本文化学科

届出 学部学科設
置

20 ○

人間文化学部
　国際ヒューマン・コミュニケー
ション学科

届出 学部学科設
置

21

私立 京都学園大学大学
院

バイオ環境研究科
　バイオ環境専攻（Ｍ）、（Ｄ）

認可 研究科設置 22

私立 京都光華女子大学 人文学部
　文学科
　心理学科
キャリア形成学部
　キャリア形成学科
健康科学部
　健康栄養学科

届出 学部設置 22 ○ 　人文学部文学科、心理学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

健康科学部
　看護学科

認可 学部学科設
置

22

私立 京都精華大学 人文学部
　総合人文学科

届出 学部学科設
置

21 ○

私立 京都精華大学大学
院

デザイン研究科
　デザイン専攻（Ｍ）
　建築専攻（Ｍ）

届出 研究科設置 22

マンガ研究科
　マンガ専攻（Ｍ）

届出 研究科設置 22

私立 京都造形芸術大学 芸術学部
　プロダクトデザイン学科
　マンガ学科
　文芸表現学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　芸術学部文芸表現学科、芸術表現・アートプ
ロデュース学科の入学定員超過の是正に努める
こと。

私立 京都文教大学 臨床心理学部
　臨床心理学科

届出 学部設置 20 ○ 　京都文教短期大学ライフデザイン学科の入学
定員超過の是正に努めること。

私立 花園大学 文学部
　文化遺産学科
　創造表現学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　文学部日本史学科の入学定員超過の是正に努
めること。

社会福祉学部
　児童福祉学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　文学部文化遺産学科、国際禅学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

私立 平安女学院大学 子ども学部
　子ども学科

届出 学部設置 21 ○ 　子ども学部子ども学科、国際観光学部国際観
光学科の定員充足率が０．７倍未満となってい
ることから、学生確保に努めるとともに、入学
定員の見直しについて検討すること。

　人文学部総合人文学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

　経済学部経済学科、法学部法学科、人間文化
学部メディア社会学科、国際ヒューマン・コ
ミュニケーション学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。
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私立 明治国際医療大学
大学院

鍼灸学研究科
　鍼灸学専攻（Ｍ）

認可 通信教育開
設

23 ○ 　鍼灸学部鍼灸学科、保健医療学部柔道整復学
科の定員充足率が０．７倍未満となっているこ
とから、学生確保に努めるとともに、入学定員
の見直しについて検討すること。

鍼灸学研究科
　臨床鍼灸学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

私立 藍野大学 医療保健学部
　臨床工学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　医療保健学部臨床工学科の定員充足率が０．
７倍未満となっていることから、学生確保に努
めるとともに、入学定員の見直しについて検討
すること。

私立 大阪青山大学 健康科学部
　健康こども学科

認可 大学設置 20 ○ 　健康科学部健康こども学科、大阪青山短期大
学調理製菓学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

私立 大阪大谷大学 薬学部
　薬学科

認可 学部設置 18 ○ 　文学部日本語日本文学科の入学定員超過の是
正に努めること。

○ 　大阪大谷大学短期大学部創造学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

私立 大阪学院大学 経営学部
　ホスピタリティ経営学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　経営学部経営学科の入学定員超過の是正に努
めること。

○ 　流通科学部流通科学科、国際学部国際学科、
企業情報学部企業情報学科、大阪学院短期大学
経営実務科の定員充足率が０．７倍未満となっ
ていることから、学生確保に努めるとともに、
入学定員の見直しについて検討すること。

私立 大阪芸術大学 芸術学部
　初等芸術教育学科
　初等芸術教育学科（通信課程）

届出 学部学科設
置

22 ○ 　芸術学部文芸学科、音楽学科、放送学科、舞
台芸術学科、キャラクター造形学科の入学定員
超過の是正に努めること。

○ 　芸術学部環境デザイン学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 大阪工業大学 工学部
　ロボット工学科
　生命工学科

届出 学部学科設
置

22 ○

私立 大阪工業大学大学
院

工学研究科
　空間デザイン学専攻（Ｍ）、
（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

私立 大阪国際大学 ビジネス学部
　経営デザイン学科
　経済ファイナンス学科
現代社会学部
　情報デザイン学科
　法律政策学科

届出 学部設置 20 ○ 　現代社会学部法律政策学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 大阪産業大学 人間環境学部
　スポーツ健康学科

認可 学部学科設
置

20 ○ 　工学部情報システム工学科の入学定員超過の
是正に努めること。

私立 大阪女学院大学大
学院

２１世紀国際共生研究科
　平和・人権システム専攻（Ｄ）

認可 大学院設置 21 ○ 　大阪女学院大学短期大学英語科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

　広島国際大学工学部情報通信学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。
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私立 大阪樟蔭女子大学 心理学部
　臨床心理学科
　発達教育心理学科
　ビジネス心理学科

届出 学部設置 21 ○

児童学部
　児童学科

届出 学部設置 21

学芸学部
　国際英語学科

届出 学部学科設
置

22

私立 大阪総合保育大学
大学院

児童保育研究科
　児童保育専攻（Ｍ）

認可 大学院設置 22 ○ 　大阪城南女子短期大学現代生活学科、総合保
育学科、人間福祉学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。

私立 大阪電気通信大学 医療福祉工学部
　健康スポーツ科学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　総合情報学部メディアコンピュータシステム
学科の入学定員超過の是正に努めること。

金融経済学部
　アセット・マネジメント学科

認可 学部設置 21 ○ 　金融経済学部アセット・マネジメント学科の
定員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。

工学部
　環境科学科

届出 学部学科設
置

23

私立 近畿大学 文芸学部
　英語多文化コミュニケーション
学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　産業理工学部経営ビジネス学科の入学定員超
過の是正に努めること。

総合社会学部
　総合社会学科

届出 学部設置 22 ○

生物理工学部
　食品安全工学科
　システム生命学科
　人間工学科
　医用工学科

届出 学部学科設
置

22

建築学部
　建築学科

届出 学部設置 23

私立 摂南大学 理工学部
　生命科学科

認可 学部学科設
置

22 ○

経済学部
　経済学科

届出 学部設置 22

理工学部
　住環境デザイン学科
　都市環境工学科

届出 学部学科設
置

22

　心理学部発達心理学科、ビジネス心理学科、
学芸学部国際英語学科、インテリアデザイン学
科、ライフプランニング学科、大阪樟蔭女子大
学短期大学部キャリアデザイン学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

　近畿大学九州短期大学生活福祉情報科の定員
充足率が０．７倍未満となっていることから、
学生確保に努めるとともに、入学定員の見直し
について検討すること。

　広島国際大学工学部情報通信学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。
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私立 千里金蘭大学 看護学部
　看護学科

認可 学部設置 20 ○

現代社会学部
　現代社会学科

届出 学部設置 20

私立 相愛大学 人文学部
　仏教文化学科
　文化交流学科

届出 学部学科設
置

23 ○

音楽学部
　音楽マネジメント学科

届出 学部学科設
置

23

私立 梅花女子大学 看護学部
　看護学科

認可 学部設置 22 ○

心理こども学部
　こども学科
　心理学科

届出 学部設置 22

私立 羽衣国際大学 人間生活学部
　食物栄養学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　人間生活学部食物栄養学科の入学定員超過の
是正に努めること。

○ 　現代社会学部放送・メディア映像学科の定員
充足率が０．７倍未満となっていることから、
学生確保に努めるとともに、入学定員の見直し
について検討すること。

私立 阪南大学 国際観光学部
　国際観光学科

届出 学部設置 22 ○ 　流通学部流通学科の入学定員超過の是正に努
めること。

私立 東大阪大学 こども学部
　アジアこども学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　こども学部アジアこども学科、東大阪大学短
期大学部健康栄養学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。

私立 プール学院大学 国際文化学部
　英語学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　国際文化学部英語学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

私立 関西国際大学 人間科学部
　経営学科

届出 学部設置 23 ○ 　人間科学部経営学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。

私立 近畿医療福祉大学 社会福祉学部
　経営福祉ビジネス学科

届出 学部学科設
置

21 ○

社会福祉学部
　福祉健康スポーツ学科

届出 学部学科設
置

20

社会福祉学部
　健康スポーツコミュニケーショ
ン学科

届出 学部学科設
置

23

私立 甲子園大学 栄養学部
　フードデザイン学科

届出 学部学科設
置

20 ○

心理学部
　現代応用心理学科

届出 学部学科設
置

23

　栄養学部フードデザイン学科、現代経営学部
現代経営学科、医療福祉マネジメント学科、人
文学部心理学科、社会文化学科、甲子園短期大
学生活環境学科、幼児教育保育学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

　人文学部仏教文化学科、文化交流学科、日本
文化学科、音楽学部音楽マネジメント学科、人
間発達学部発達栄養学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

　生活科学部児童学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。

　文化表現学部国際英語学科、日本文化創造学
科、情報メディア学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。

　社会福祉学部経営福祉ビジネス学科、生活医
療福祉学科、臨床福祉心理学科、健康スポーツ
コミュニケーション学科、日本薬科大学薬学部
医療ビジネス薬科学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。
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私立 神戸海星女子学院
大学

現代人間学部
　英語キャリア学科
　観光ホスピタリティ学科

届出 学部設置 20 ○ 　現代人間学部英語キャリア学科、観光ホスピ
タリティ学科、心理こども学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 神戸芸術工科大学 先端芸術学部
　まんが表現学科
　映像表現学科
　クラフト・美術学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　大阪商業大学総合経営学部商学科の入学定員
超過の是正に努めること。

私立 神戸親和女子大学 発達教育学部
　ジュニアスポーツ教育学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　発達教育学部児童教育学科の入学定員超過の
是正に努めること。

私立 園田学園女子大学 人間教育学部
　児童教育学科

届出 学部設置 20 ○ 　人間教育学部児童教育学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 宝塚大学 看護学部
　看護学科

認可 学部設置 22 ○ 　造形芸術学部メディア・デザイン学科、アー
トデザイン学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

造形芸術学部
　メディア・デザイン学科

届出 学部学科設
置

22

私立 姫路獨協大学 薬学部
　医療薬学科

認可 学部設置 19 ○ 　獨協大学外国語学部交流文化学科の入学定員
超過の是正に努めること。

外国語学部
　外国語学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　外国語学部外国語学科、法学部法律学科、医
療保健学部こども保健学科、臨床工学科、薬学
部医療薬学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

私立 兵庫大学 生涯福祉学部
　社会福祉学科

届出 学部設置 20 ○ 　生涯福祉学部社会福祉学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 鳥取環境大学 環境情報学部
　環境マネジメント学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　環境情報学部環境マネジメント学科、環境政
策経営学科、建築・環境デザイン学科、情報シ
ステム学科の定員充足率が０．７倍未満となっ
ていることから、学生確保に努めるとともに、
入学定員の見直しについて検討すること。

私立 岡山商科大学 経営学部
　経営学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　経営学部経営学科、商学科、法学部法学科、
経済学部経済学科の定員充足率が０．７倍未満
となっていることから、学生確保に努めるとと
もに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

私立 岡山理科大学 理学部
　動物学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　理学部動物学科の入学定員超過の是正に努め
ること。

工学部
　建築学科

届出 学部学科設
置

23 ○

私立 岡山理科大学大学
院

工学研究科
　建築学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

工学研究科
　生体医工学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

　倉敷芸術科学大学生命科学部健康医療学科、
千葉科学大学薬学部生命薬科学科、危機管理学
部航空・輸送安全学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。
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私立 川崎医科大学大学
院

医学研究科
　医科学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22 ○ 　川崎医療福祉大学医療技術学部臨床工学科の
入学定員超過の是正に努めること。

○ 　川崎医療福祉大学医療福祉マネジメント学部
医療福祉デザイン学科、川崎医療短期大学介護
福祉学科の定員充足率が０．７倍未満となって
いることから、学生確保に努めるとともに、入
学定員の見直しについて検討すること。

私立 川崎医療福祉大学
大学院

医療福祉マネジメント学研究科
　医療情報学専攻（Ｄ）

届出 研究科設置 21 ○ 　医療技術学部臨床工学科の入学定員超過の是
正に努めること。

○ 　医療福祉マネジメント学部医療福祉デザイン
学科、川崎医療短期大学介護福祉学科の定員充
足率が０．７倍未満となっていることから、学
生確保に努めるとともに、入学定員の見直しに
ついて検討すること。

私立 吉備国際大学 国際環境学部
　環境経営学科

届出 学部設置 20 ○

文化財学部
　アニメーション文化学科

届出 学部学科設
置

22

心理学部
　子ども発達教育学科

届出 学部学科設
置

23

保健医療福祉学部
　社会福祉学科

届出 学部学科設
置

23

私立 吉備国際大学大学
院

心理学研究科
　心理学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

保健科学研究科
　作業療法学専攻（Ｍ）（通信課
程）

届出 通信教育開
設

22

私立 倉敷芸術科学大学 生命科学部
　生命医科学科

届出 学部学科設
置

20 ○

芸術学部
　美術工芸学科

届出 学部学科設
置

20

芸術学部
　デザイン学科

届出 学部学科設
置

20

産業科学技術学部
　観光学科

届出 学部学科設
置

20

産業科学技術学部
　経営情報学科

届出 学部学科設
置

23

生命科学部
　健康医療学科

届出 学部学科設
置

23

私立 くらしき作陽大学 子ども教育学部
　子ども教育学科

届出 学部設置 20 ○

私立 くらしき作陽大学
大学院

音楽研究科
　音楽専攻（Ｍ）

認可 大学院設置 22

　国際環境経営学部環境経営学科、社会学部国
際社会学科、ビジネスコミュニケーション学
科、保健医療福祉学部社会福祉学科、心理学部
心理学科、子ども発達教育学科、文化財学部文
化財修復国際協力学科、アニメーション文化学
科、九州保健福祉大学社会福祉学部臨床福祉学
科、子ども保育福祉学科、保健科学部視機能療
法学科、薬学部動物生命薬科学科、吉備国際大
学短期大学部保健科の定員充足率が０．７倍未
満となっていることから、学生確保に努めると
ともに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

　音楽学部音楽教育学科、作陽音楽短期大学音
楽学科の定員充足率が０．７倍未満となってい
ることから、学生確保に努めるとともに、入学
定員の見直しについて検討すること。

　生命科学部健康医療学科、岡山理科大学総合
情報学部建築学科、千葉科学大学薬学部生命薬
科学科、危機管理学部航空・輸送安全学科の定
員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。
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私立 就実大学 教育学部
　初等教育学科

届出 学部設置 23 ○ 　人文科学部表現文化学科の入学定員超過の是
正に努めること。

私立 就実大学大学院 人文科学研究科
　初等教育学専攻（Ｍ）

認可 専攻設置又
は課程変更

23 ○ 　就実短期大学実践コミュニケーション学科の
定員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。

私立 中国学園大学大学
院

子ども学研究科
　子ども学専攻（Ｍ）

認可 研究科設置 23 ○ 　現代生活学部人間栄養学科、中国短期大学英
語コミュニケーション学科の定員充足率が０．
７倍未満となっていることから、学生確保に努
めるとともに、入学定員の見直しについて検討
すること。

私立 広島国際大学 医療経営学部
　医療経営学科

届出 学部設置 23 ○

心理科学部
　コミュニケーション心理学科

届出 学部学科設
置

23

保健医療学部
　総合リハビリテーション学科

届出 学部学科設
置

23

私立 広島国際大学大学
院

医療・福祉科学研究科
　医療工学専攻（Ｄ）
心理科学研究科
　臨床心理学専攻（Ｄ）

届出 研究科設置 21

私立 広島国際学院大学 工学部
　総合工学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　工学部総合工学科、情報デザイン学部情報デ
ザイン学科、現代社会学部現代社会学科、広島
国際学院大学自動車短期大学部自動車工業科の
定員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。

私立 広島文化学園大学 学芸学部
　子ども学科

認可 学部設置 22 ○ 　社会情報学部健康福祉学科、広島文化学園短
期大学コミュニティ生活学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 広島文教女子大学 人間科学部
　グローバルコミュニケーション
学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　人間科学部初等教育学科の入学定員超過の是
正に努めること。

○ 　人間科学部グローバルコミュニケーション学
科、人間福祉学科、心理学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 福山大学 生命工学部
　生命栄養科学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　生命工学部生命栄養科学科、人間文化学部人
間文化学科、メディア情報文化学科、工学部電
子・ロボット工学科、建築・建設学科、情報工
学科、機械システム工学科、生命工学部生物工
学科、生命栄養科学科、薬学部薬学科、福山平
成大学福祉健康学部福祉学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 福山平成大学 福祉健康学部
　こども学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　福祉健康学部福祉学科、福山大学人間文化学
部人間文化学科、メディア情報文化学科、工学
部電子・ロボット工学科、建築・建設学科、情
報工学科、機械システム工学科、生命工学部生
物工学科、生命栄養科学科、薬学部薬学科の定
員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。

　工学部情報通信学科の定員充足率が０．７倍
未満となっていることから、学生確保に努める
とともに、入学定員の見直しについて検討する
こと。
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私立 安田女子大学 薬学部
　薬学科

認可 学部設置 19 ○ 　家政学部生活デザイン学科の入学定員超過の
是正に努めること。

文学部
　書道学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　薬学部薬学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

私立 東亜大学大学院 総合学術研究科
　医療科学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23 ○ 　医療学部医療工学科、医療栄養学科、人間科
学部人間社会学科、スポーツ健康学科、デザイ
ン学部デザイン学科、トータルビューティ学科
の定員充足率が０．７倍未満となっていること
から、学生確保に努めるとともに、入学定員の
見直しについて検討すること。

私立 梅光学院大学 国際言語文化学部
　英語英文学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　国際言語文化学部英語英文学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

私立 山口学芸大学大学
院

教育学研究科
　子ども教育専攻（Ｍ）

認可 大学院設置 22 ○ 　山口芸術短期大学芸術表現学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

私立 山口東京理科大学 工学部
　機械工学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　東京理科大学理工学部情報科学科の入学定員
超過の是正に努めること。

工学部
　電気工学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　工学部機械工学科、応用化学科、諏訪東京理
科大学システム工学部機械システム工学科の定
員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。

私立 四国大学 看護学部
　看護学科

認可 学部設置 21 ○ 　文学部書道文化学科、国際文化学科、経営情
報学部メディア情報学科、生活科学部生活科学
科、四国大学短期大学部幼児教育保育科、音楽
科の定員充足率が０．７倍未満となっているこ
とから、学生確保に努めるとともに、入学定員
の見直しについて検討すること。

私立 徳島文理大学 保健福祉学部
　看護学科

認可 学部学科設
置

20 ○

保健福祉学部
　理学療法学科

届出 学部学科設
置

22

私立 徳島文理大学大学
院

香川薬学研究科
　薬科学専攻（Ｍ）

届出 専攻設置又
は課程変更

22

私立 聖カタリナ大学 人間健康福祉学部
　社会福祉学科
　健康福祉マネジメント学科

届出 学部設置 20 ○

人間健康福祉学部
　人間社会学科

届出 学部学科設
置

23

私立 松山大学 薬学部
　医療薬学科

認可 学部設置 18 ○ 　薬学部医療薬学科の定員充足率が０．７倍未
満となっていることから、学生確保に努めると
ともに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

　人間生活学部メディアデザイン学科、建築デ
ザイン学科、音楽学部音楽学科、文学部英語英
米文化学科、文化財学科、理工学部機械創造工
学科、ナノ物質工学科、香川薬学部薬科学科、
徳島文理大学短期大学部保育科、言語コミュニ
ケーション学科、音楽科、商科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

　人間健康福祉学部社会福祉学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。



国公
私株

大　学　名　等 学部名・研究科名　等
認可又
は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 九州産業大学 情報科学部
　情報科学科

届出 学部学科設
置

21 ○

工学部
　住居・インテリア設計学科

届出 学部学科設
置

22

私立 九州産業大学大学
院

経済・ビジネス研究科
　経済・ビジネス専攻（Ｄ）

届出 研究科設置 21

工学研究科
　産業技術デザイン専攻（Ｍ）、
（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

私立 西日本工業大学 工学部
　総合システム工学科
　デジタルエンジニアリング学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　工学部デジタルエンジニアリング学科の定員
充足率が０．７倍未満となっていることから、
学生確保に努めるとともに、入学定員の見直し
について検討すること。

私立 活水女子大学 音楽学部
　音楽学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　音楽学部音楽学科、文学部現代日本文化学
科、人間関係学科、健康生活学部生活デザイン
学科の定員充足率が０．７倍未満となっている
ことから、学生確保に努めるとともに、入学定
員の見直しについて検討すること。

私立 長崎ウエスレヤン
大学

現代社会学部
　経済政策学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　現代社会学部経済政策学科、社会福祉学科の
定員充足率が０．７倍未満となっていることか
ら、学生確保に努めるとともに、入学定員の見
直しについて検討すること。

私立 長崎総合科学大学 環境・建築学部
　人間環境学科
　建築学科

届出 学部設置 21 ○ 　環境・建築学部人間環境学科、建築学科、工
学部機械工学科、情報学部経営情報学科の定員
充足率が０．７倍未満となっていることから、
学生確保に努めるとともに、入学定員の見直し
について検討すること。

私立 九州看護福祉大学 看護福祉学部
　鍼灸スポーツ学科
　口腔保健学科

届出 学部学科設
置

22 ○ 　看護福祉学部看護学科の入学定員超過の是正
に努めること。

私立 熊本学園大学 社会福祉学部第一部
　ライフ・ウェルネス学科

届出 学部学科設
置

21 ○

私立 熊本学園大学大学
院

商学研究科
　経営学専攻（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

21

私立 崇城大学 情報学部
　情報学科

届出 学部学科設
置

21 ○

私立 崇城大学大学院 工学研究科
　応用情報学専攻（Ｍ）、（Ｄ）

届出 専攻設置又
は課程変更

23

私立 日本文理大学 工学部
　機械電気工学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　工学部情報メディア学科の定員充足率が０．
７倍未満となっていることから、学生確保に努
めるとともに、入学定員の見直しについて検討
すること。

私立 別府大学 文学部
　国際言語・文化学科
　史学・文化財学科

届出 学部学科設
置

21 ○ 　文学部国際言語・文化学科、食物栄養科学部
発酵食品学科、国際経営学部国際経営学科、別
府大学短期大学部地域総合科学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

　社会福祉学部第二部社会福祉学科の定員充足
率が０．７倍未満となっていることから、学生
確保に努めるとともに、入学定員の見直しにつ
いて検討すること。

　工学部都市基盤デザイン工学科、バイオロボ
ティクス学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

　情報学部情報学科、工学部エコデザイン学
科、建築学科、宇宙航空システム工学科、芸術
学部美術学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。
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は届出
の別

設置区分
開設
年度

留意事項

私立 九州保健福祉大学 薬学部
　動物生命薬科学科

届出 学部学科設
置

20 ○ 　薬学部動物生命薬科学科、社会福祉学部臨床
福祉学科、子ども保育福祉学科、保健科学部視
機能療法学科、吉備国際大学社会学部国際社会
学科、ビジネスコミュニケーション学科、保健
医療福祉学部社会福祉学科、国際環境経営学部
環境経営学科、心理学部心理学科、子ども発達
教育学科、文化財学部文化財修復国際協力学
科、アニメケーション文化学科、吉備国際大学
短期大学部保健科の定員充足率が０．７倍未満
となっていることから、学生確保に努めるとと
もに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

私立 南九州大学 環境園芸学部
　環境園芸学科

届出 学部設置 21 ○ 　人間発達学部子ども教育学科の定員充足率が
０．７倍未満となっていることから、学生確保
に努めるとともに、入学定員の見直しについて
検討すること。

私立 志學館大学 法学部法ビジネス学科 届出 学部学科設
置

20 ○ 　法学部法ビジネス学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

私立 鹿児島国際大学 国際文化学部
　国際文化学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　福祉社会学部現代社会学科、鹿児島国際大学
短期大学部情報文化学科の定員充足率が０．７
倍未満となっていることから、学生確保に努め
るとともに、入学定員の見直しについて検討す
ること。

私立 第一工業大学 工学部
　航空工学科
　自然環境工学科

届出 学部学科設
置

23 ○ 　工学部航空工学科の定員充足率が０．７倍未
満となっていることから、学生確保に努めると
ともに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

私立 八戸短期大学 看護学科 認可 学科設置 21 ○ 　八戸大学ビジネス学部ビジネス学科、人間健
康学部人間健康学科の定員充足率が０．７倍未
満となっていることから、学生確保に努めると
ともに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

私立 有明教育芸術短期
大学

子ども教育学科 認可 短大設置 21 ○ 　子ども教育学科、芸術教養学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

私立 目白大学短期大学
部

ビジネス社会学科 届出 学科設置 22 ○ 　目白大学外国語学部韓国語学科の入学定員超
過の是正に努めること。

○ 　目白大学外国語学部中国語学科の定員充足率
が０．７倍未満となっていることから、学生確
保に努めるとともに、入学定員の見直しについ
て検討すること。

私立 山野美容芸術短期
大学

美容総合学科 届出 学科設置 23 ○ 　美容総合学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

私立 京都文教短期大学 ライフデザイン学科 届出 学科設置 23 ○ 　ライフデザイン学科の入学定員超過の是正に
努めること。

私立 山口芸術短期大学 芸術表現学科 届出 学科設置 22 ○ 　芸術表現学科の定員充足率が０．７倍未満と
なっていることから、学生確保に努めるととも
に、入学定員の見直しについて検討すること。

私立 西日本短期大学 メディア・プロモーション学科 届出 学科設置 23 ○ 　メディア・プロモーション学科、緑地環境学
科、社会福祉学科の定員充足率が０．７倍未満
となっていることから、学生確保に努めるとと
もに、入学定員の見直しについて検討するこ
と。

※　留意事項は、今年度の調査時の大学の状況に基づき付したものである。



　○　届出制の導入後，総件数は増加したが，最近５年間は減少傾向。

設置認可・届出の総件数の推移

155 (1) 249 (194) 213 (165) 315 (260) 224 (175) 218 (174) 196 (146) 164 (133) 124 (102) 101 (83)

123 － 223 (82) 179 (100) 167 (96) 129 (68) 127 (84) 124 (89) 118 (89) 83 (52) 137 (102)
大学・短大 7 (1) 6 (1) 12 (5) 21 (18) 15 (14) 19 (18) 10 (7) 7 (7) 3 (1) 8 (7)

大学院 24 － 26 (11) 15 (5) 26 (19) 15 (6) 22 (13) 22 (13) 14 (9) 10 (6) 10 (7)
小計 31 (1) 32 (12) 27 (10) 47 (37) 30 (20) 41 (31) 32 (20) 21 (16) 13 (7) 18 (14)

大学・短大 148 － 243 (193) 201 (160) 294 (242) 209 (161) 199 (156) 179 (139) 157 (127) 121 (101) 93 (76)
大学院 99 － 197 (71) 164 (95) 141 (77) 114 (62) 105 (71) 102 (76) 104 (80) 73 (47) 127 (95)
小計 247 － 440 (264) 365 (255) 435 (319) 323 (223) 304 (227) 281 (215) 261 (207) 194 (148) 220 (171)

（注１）件数は，設置組織数ベース。（平成２４年度の届出件数は平成２３年１１月末現在の数。）

（注２）事項別内訳の括弧内は，届出による内数。

（注３）平成１８年度開設の薬学関係学科については，形式的な組織改編を伴わない修業年限変更も含む。

（注４）平成２４年度開設の薬学関係博士課程（４年制）については，形式的な組織改編を伴わない修業年限変更も含む。
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　○　組織改編全体の過半を届出設置が占める。

総
数
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事
項
別
内
訳

大学・短大

265

472

1 276

開設年度

235

78277認　可 110

243

126127196

私
立

大学院

公
立

353392 313345

大学の設置認可・届出の総件数

（別紙３）

（16年度58.5％，17年度67.6％，18年度73.9％，19年度68.8％，20年度74.8％，21年度75.1％，22年度77.2％，23年度74.9％，24年度77.7％）

482設置認可・届出総数 278

届　出 356

平成１５年４月から設置届出制を導入
（平成１６年度４月設置・開設分）

法科大学院の認可が集中
　公立：２　私立：４６

薬学関係学科の届出が集中
　公立：６　私立：６２
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薬学関係博士課程（４年制）の認可・届出が集中
（認可）公立：０　私立：１０
（届出）公立：３　私立：２７
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